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（５）開発のコンセプト

本港区エリアについては，民間活力の導入を基本に，開発のコンセプトを次のと

おりとしました。

① 本港区エリアは，桜島観光に不可欠な桜島フェリー，世界自然遺産屋久島，種子

島への高速船，三島・十島航路及び奄美・喜界航路が就航する海の玄関口であると

ともに，県外客を含め年間約６０万人が訪れるかごしま水族館などが立地し，多様

な人々が行き交うエリアです。

② また，錦江湾や桜島の優れた景観をはじめ，エリア内の歴史的建造物や，エリア

周辺に，明治日本の産業革命遺産の構成資産である旧集成館など歴史的に貴重な観

光資源も点在しており，今後，国際クルーズ船受入れや，奄美・沖縄の世界自然遺

産登録などを見据え，同エリアを拠点とした周遊など更なる交流人口の増加も期待

されます。

③ 特に，近年増加している外国人観光客について，鹿児島県は，リピーター率が高

い香港や，長期滞在で旅行消費単価が高い欧米系の宿泊割合が九州各県の中でも比

較的高いことなどから，こうしたインバウンドやクルーズ船寄港の増加への対応に

ついても念頭に置く必要があります。

④ 平成２９年度に実施した民間提案・対話(サウンディング調査)の実施結果におい

ても，民間事業者から，周辺居住者のほか，国内外の幅広い観光客をターゲットと

して，集客の確保やエリアの魅力向上等を図るための多様な活用方策が提案されま

した。

鹿児島港本港区エリアについて，
① かごしまの多彩な魅力を発信する人・モノ・情報の交流拠点
② かごしまの魅力を体感できるエンターテインメント空間
③ 景観資源（錦江湾や桜島，歴史的建造物）を活かした魅力ある空間

を要素として，年間３６５日，国内外の幅広い観光客や県民で賑わい，
国際的な観光都市にふさわしい｢来て見て感動する観光拠点｣の形成を図る。

鹿児島港本港区エリア
まちづくりグランドデザイン
【平成31年２月策定】（抜粋）

－１－



- 14 -

（２）開発コンセプトの要素及び導入機能

【要素１】かごしまの多彩な魅力を発信する人・モノ・情報の交流拠点

本港区エリアは離島航路等が就航する鹿児島県

の海の玄関口でであり，また，賑わいのある鹿児

島中央駅地区から天文館地区の延長線上に位置す

る立地であることから，こうした地理的優位性を

活かして，広大な県土に広がる自然豊かな島々をはじめ，県内各地域におけるかご

しまの魅力を発信する交流拠点を目指します。

～導入機能（○：主なもの，☆：望ましいもの）～

○物販，飲食，観光，宿泊，交通拠点(路面電車など)，交流(イベント) など

☆離島をはじめとする県内各地域の魅力を発信する観光機能

☆クルーズ船寄港時の歓迎セレモニーや特産品販売等に対応できるスペース

【要素２】かごしまの魅力を体感できるエンターテインメント空間

本港区エリアは広大であり，開発のポテンシャル

が高いことから，物販や飲食機能を中心とした複合

的な施設にとどまらず，エンターテインメント性を

高めるための娯楽施設や，滞在性を高めるための宿

泊施設などの導入により，かごしまの魅力を五感で体感・堪能し感動できる空間を

目指します。

～導入機能（○：主なもの，☆：望ましいもの）～

○物販，飲食，観光，娯楽，宿泊，交流(イベント,コンベンション),健康増進など

☆かごしまの食を堪能できる飲食機能

【要素３】景観資源（錦江湾や桜島，歴史的建造物）を活かした魅力ある空間

本港区エリアは錦江湾の広大な静穏

海域や雄大な桜島などの美しい自然景

観を望むとともに，歴史的建造物であ

る鹿児島旧港施設等を有することから，

これらの魅力を最大限に活かした魅力

的な空間を目指します。

～導入機能（○：主なもの）～

○緑地，物販・飲食(小規模) など

－２－



「コンベンション・展示機能を備える施設に係る整備可能性調査」の概要

１ 目的

ドルフィンポート跡地等を活用したコンベンション・展示機能を備える施設の整

備を検討するため，同施設に係る整備可能性調査を行う。

２ 調査内容

（１） 県内外の「コンベンション・展示機能を備える施設」の調査

≪調査対象施設数≫

・県外調査：概要調査（基礎的な情報を収集するための調査） 67施設

：詳細調査 （ 上 記 施 設 の 中 か ら 更 に 詳 細 な 情 報 を 収 集 す る た め の 調 査 ） 17施設

・県内施設：概要調査及び詳細調査 ９施設

（２） コンベンション，展示会等の市場動向

・ 開催件数，参加人数，分野別の開催状況及び傾向

・ 国，業界等の動向調査

・ 本県におけるコンベンション・展示会等の需要予測 等

（３） 本県に必要なコンベンション・展示機能を備える施設整備の条件整理

・ 上記(1)，(2)の調査結果を踏まえた本県に必要なコンベンション・展示機

能を備える施設整備の条件整理

（４） ドルフィンポート跡地等（※）における施設整備の条件整理等

・ ドルフィンポート跡地等における施設整備の条件整理

・ 立地環境分析

(※)ドルフィンポート跡地等・・・ドルフィンポート跡地，ウォーターフロント

パーク，住吉町15番街区

３ 履行期間

令和３年６月22日～令和４年３月31日

鹿児島県土木部港湾空港課本港区まちづくり推進室
鹿児島県観光・文化スポーツ部観光課

－３－
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サッカー等スタジアム立地に関する報告書（平成31年1月25日）抜粋
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鹿児島市提供資料（令和３年11月19日現在）
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１ 路面電車観光路線の基本方針

路面電車観光路線は、新幹線からの二次アクセスの充実や中心市街地の活性化等を図るため、本市のまち

づくりにとって大変重要な地区である鹿児島港本港区への路線新設について、下記の基本方針に基づき検討

を進めている。

   【 基 本 方 針 】

「陸の玄関」鹿児島中央駅と「海の玄関」本港区の結節を強化することにより、新幹線

からの二次アクセスを充実するものとする。

天文館地区と本港区の回遊性を向上させ、本港区の集客施設との相乗効果を発揮させる

ことにより、中心市街地の活性化を図るものとする。

桜島や錦江湾を車窓から眺められ、本港区に立地する様々な施設を結ぶルートとするこ

とにより、乗客に鹿児島らしい雄大な景色を楽しんでもらうとともに、新たな魅力ある

都市景観の創出を図るものとする。

乗車すること自体が目的となる魅力ある車両を導入するものとする。

２ 検討経緯

【平成２３～２４年度】

・ 検討連絡会議を設置し、複数のルート案について整理を行った。

【平成２５年度】

・ 県において複合施設を本港区に整備する方針が示されたことから、路面電車観光路線の基本計画策定に

係る検討を当面見合わせることとした。

【平成２８年度】

・ 県市意見交換会において、路面電車観光路線の新設などについて、今後とも共通認識を持って協議して

いくことを確認した。

・ 路面電車観光路線導入連絡会議を設置、開催

【平成２９年度】

・ 継続して路面電車観光路線導入連絡会議を開催し、６つの検討対象ルートの設定や課題整理等を行った。

【平成３０年度】

・ ３１年２月に公表された鹿児島港本港区エリアまちづくりグランドデザインに、「路面電車観光路

線については、市の路線導入の基本方針を踏まえ、桜島や錦江湾を車窓から眺められ、本港区エリア

に立地する様々な施設を結ぶルートとなることを想定する」ことなどが記載された。

・ 路面電車観光路線基本計画策定委員会を設置、第１回策定委員会を開催

【令和元（平成３１）年度】

・ ２年２月に公表された鹿児島港本港区エリアまちづくり事業者公募要項（案）に、「路面電車観光

路線については、観光客の移動手段や観光ＰＲの面からも重要な要素であると考えられることから、

基本計画策定委員会の検討内容を踏まえ、事業予定地内における想定ルートを考慮して施設の配置を

提案する」ことなどが記載された。

・ 第２回策定委員会を開催

第１回策定委員会での主な意見概要
コンパクトシティの観点からも市電延伸は重要、市民が利用したくなることが大切、
いづろ通り付近から高架化するのもよい、トラックやバス等関係者から意見を聞いたほうがよい、
道路の横断回数が少ない「折り返し運行」方式についても検討してほしい、
ナポリ通り、石橋公園、魚類市場までの延伸も検討してほしい、
いづろ通線（マイアミ通り）への導入は歩道景観や渋滞を考慮すると望ましくない

１ 路面電車観光路線の検討経緯 資 料 １

６つの検討対象ルート（鹿児島港本港区エリアにアクセスする５本の道路）

第2回鹿児島市路面電車観光路線基本計画策定委員会（令和2年3月26日開催）資料抜粋

－７－
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３ 複数のルート案の設定

検討対象ルートの課題等の整理結果を踏まえ、影響の大きいルート（影響大が２個以上）を除外し、複数のルート案として次の４ルートを設定する。

Ａ´－ Ｅルート Ａ － Ｅルート

鹿児島中央駅→ナポリ通線→パース通線

→本港区エリア→高野山線

→水族館口交差点→（鹿児島駅）→鹿児島中央駅

鹿児島中央駅→高見馬場交差点→新屋敷交差点

→パース通線→本港区エリア→高野山線

→水族館口交差点→（鹿児島駅）→鹿児島中央駅

Ｂ － Ｅルート Ｅ － Ｂルート

鹿児島中央駅→いづろ交差点→中央通線

→本港区エリア→高野山線

→水族館口交差点→（鹿児島駅）→鹿児島中央駅

鹿児島中央駅→（鹿児島駅）→水族館口交差点

→高野山線→本港区エリア

→中央通線→いづろ交差点→鹿児島中央駅

第2回鹿児島市路面電車観光路線基本計画策定委員会（令和2年3月26日開催）資料抜粋
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